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はじめに

ことわざ：その国の民衆の生活から生まれた、教訓的な言葉，（『新明解国語辞典（第七版）』）」

（1）a．「急がば回れJ

b．「猿も木から落ちる」、「弘法にも筆の誤り」、「河童の川流れ」

C．「紺屋の白袴」、頂鰍、髪結わず」、「医者の不養生」、「坊主の不信心」、「儒者の不届きkとどき）」（人の道を説く

儒者が不品行であること）

d．「猫に小判」、「馬に銭」、懐こ真珠」（英語の諺の翻訳）

e．「火を見れば火事と思え」、「人を見たら泥棒と思え」

£低ⅦdHomersome血esmds．（ホーマーでもこっくりすることがある）【＊ホーマー孫己元前10世紀頃のギリ

シアの盲目詩人‥肱泌『イリアッ闇と仇か鱒γ『オデイツセイ』の作者といわれる大詩刃1

g．Ahor艶may如皿bk！Cnfourlegs．（馬は4本足でもよろめくことがある）情邑馬（りゆうめ）の蹟き」

㊥a．犬の場合：犬追物（いぬおうもの）、犬釘、犬潜り（いぬくぐり）、犬走り（いぬはしり）、犬張子、犬防ぎ

b．猫の場合：猫足、猫板、猫車

C．馬の場合：馬筏、馬追い、馬返し、馬方、うまごやし、馬印（うまじるし）、馬封紅人馬の足、など。

d．Wb飢訂ks血Ⅴ由皿如d蛤mn．「狼は月に吠えついても無駄である」（「星まもる犬」）

e．TtLe鮎n印a理Sthe凱咽plicant．「ライオンも嘆願者は酔命する」（簡鳥懐に入る時は猟師もこれを殺さず」）

Ⅰ．犬仏）由の諺

1．1．日本語の犬の諺

（㊥a．「犬死に」、「幕府の犬」、「犬侍」、「煩悩の犬」、「犬掻き」

b．「犬が星をまもる」（卑しい者が及ばぬ望みを抱くこと、物欲しそうなことのたとえ）

C．「犬は犬を食わない」（いかがわしい者同士でかばい合う）

d．「犬の遠吠え」（臆病ものが陰で虚勢を張り、人の悪口を言うことのたとえ）

e．「犬は骨で叩けば吠えない」仔り得を目前にすると、人は侮辱をも甘受してしまうことのたとえ）

（㊥a．「犬はその主（しゆ）を知る」（犬は自分の主人は誰だかをよく知っている）

b．「犬は人に付き、猫は家に付く」（引っ越しの際、犬は主人について家を去るが、猫はその家に残る）

C．「犬は三日飼えば三年恩を忘れぬJ

d．「犬は門を守り、武士は国を守る」（＝「犬も町びいき」、「犬も村好き」）

（劫a．「犬にも用あり」（犬にだって使い道はあるのだから、まして人間なら簡単に捨てるべきではない）

b．「犬猿の仲」、「犬猿もただならず」（犬猿の仲ところか、もっと悪い）、「犬、猿も仕入れに従う」（犬や猿でも、
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訓練すればそれに従う）

C．「犬の手も人の手にしたい」忙しい時には犬の手までも借りたい。＝「猫の手も盾りたい」）

d．「犬も人を見れば尾を振る」（犬でさえ、人を見れば尾を振って愛橋を見せる。人もあまり不愛想で愛橋のないの

はよくない）

1．2．イギリスの犬の諺

㈲a．dogcatcher「下っ端役人」、dog・eared「みすぼらしい、使い古した」、dog－eat・dog「すさまじく争う、情け容赦

のない」、血訂end「タバコの弓削凰最後の一番いやなこと」、血鍔ed払如d「頑固な」、血鍔y「それ

見よがしの」、d咤paddle「犬かき」、dog－p00r「極貧の」、dog如dy「下働き、雑用係」、dogbtired「へ
とへとで」

b．do由並e「犬に似た、忠実な」

C．Tb血gisa姐山弧imd．「犬（というの）は忠実な動物である」

d．Ⅵ蛤血gbむ虫S血Ⅴ血鵬伽Ⅱ100皿．「犬は月に吠えても無駄である」（＝馳「犬が星を守る」）

e．DogsrunaWaywithwbok）血0ulders．「（まごまごしていると、）犬も両肩肉を取られてしまうから、そうならな

いうちに逃げ去る」（けちな家庭を嘲るのに用いられる）■

£D喝SthatpⅥtupm弧yha代S姐lnone．「多くの兎を追い立てる犬は一匹も殺せない」（「虻蜂取らず」）＊put p＝

「獲物を狩る」（「二兎を追う者は一兎をも得ず」は翻訳）

g．Adogwine血enomqazdonsinthekitchen．「犬は台所ではどんな仲間も許さない」（食欲・意地悪な者は競

争相手を容赦しない）

血．Ⅵ旭血g血at危地sw皿ca叩「（獲物を）取ってくる犬は（獲物を）持ち去る」（他人のことを告げ口する者は、

君のことを他人に告げ口する）

印a．Dogsbarkastheyarebred．「犬は育てられたとおりに吠える」（「内の習いは外で出る」）

b．AdogwillnotbiteifymstrikehinwidlatW．「犬は骨で打てば噛みつかない」侍り益にありつけると思うと手

荒な扱いも我慢する）

C．Dogsarefineinthefield．「犬は野原ではちゃんとしている」（＝「（手にとるな）やはり野に置け蓮華草」）

d．DogsbarkmoreforcustDmthanfieroeIWSS．「犬は梓猛さよりは習慣で吠える」

e．Tb血g也ath）也血血血dsatx雌．「走り回る犬は骨を見つける」（「犬も歩けば棒に当たる」）

まとめ

諺からから判断する限り、日本人の犬に対する好意的な見方は予測以上に少なく、むしろ好ましからざる存在として

認識される場合が圧倒的に多い。一方、犬に関する英語の諺の特徴は、予想に反して肯定的なものが少なく、日本語の

場合と大差がない。ただし、表現としては、日本語の場合のように逆説的なものは少なく、犬に対する観察結果を忠実

に反映したものが多い。

Ⅱ．猿払皿k顎鱒pdの諺

2．1．日本語の猿の諺

（劫a．猿芝居、猿智恵、猿真似、猿面

b．「猿が魚を釣る」（猿がしっばで魚を釣ること。人真似の失敗のたとえ）

C．「猿が髭を揉む」（人真似をして威厳をつくろうことのたとえ）

d．「猿にカミソリ」（危険きわまりないことのたとえ）

e．「猿の空風（そらしらみ）」勒ミいつも乳を取っているふりをするが、実際はかっこうだけであること）

（沙a．「猿に絵馬」（取り合わせのよいもののたとえ）＊猿を馬屋の守護とする信仰から生まれた。

b．「猿の木登り」（物事をやすやすと巧みにすること。あやまりのないこと）（「猿も木から落ちる」参照）

C．「猿の牙」（精白米の異称。または、真っ白い米やご飯などのたとえ）

d．「猿の梢を渡る如し」（身軽くすばしこい動作のたとえ）

2．2．英語の猿の諺
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英語の猿：①叩eb適（ゴリラ、チンパンジー、オランウータンなどの尾のない大型の類刃齢

②monbyh明通（小型の尾のあ季猿）。

（10）a．playtheape「猿真似をする、悪ふざけをする」、gOaPe「（突然）かっとなる、夢中になる」（米・俗語）、aPehangerS

「（自転車などの）上反りハンド′り（米・俗語）

b．AnapeisanaPethoughcladin配arlet．「猿は緋の服をまとおうが、猿胡乱（「猿に烏帽子」）

C．Tba押出llsbr押t山g融血貼ss．「猿は子を過度の愛情で（抱きすぎて）殺す」（「ひいひい孫は乳母がな
め殺す」）

d．¶蛤山かr也e叩e酢衿S，也emopeb或虻WShs血1．「高く登れば登るほど、猿は自分の尻を見せることになる」

（卑しい人間は礼儀作法を知らないために、高位に就くとぼろを出すことが多くなる）（「桂馬（けいま）

の高上がり」）＊鹿山芋「尻」

e．as鵬seasan叫把「猿のようⅠ誘り口な」（＝愚かな、の意）

（11）a．mOnkeybars「ジャングルジム」、mOnkeybite「キスマーク」、mOnkeybread「バオバブ（の木、実）」、皿皿key

en由Ⅰ蛤「杭打ち機」、mOnby鮎Ⅵ杷r「ミゾホオズキ」、mOnbyj癒t「潜水夫用上着」、mOnbysu址

「（ボーイなどの）制月臥、mOnbyWTe血「自在スパナ」

b．monkeylmsineSS「ごまかし、いたずら」、mα止eyi血「猿のような、いたずらな」、mOnkey・血i加「悪ふざ

け」、ⅡDnby血k「いたずら」、mOnk卿e血「…を破壊する」、mOnby・Wre血r「過激な環境保

護活動家」

C．monkey’sabwanoe（mo代kicksthanhalB）enCePheq）Ond）「（半ペニー貨よりも足蹴りの方が多い）猿の手当

て」（猿回しの猿がもらった手当は称賛よりも非難）

d．Wmen血Sは由血sapehkemonbysin卸8血叩8．「国政に関与する女性はガラス商の店内の猿さながら

である」（女性が政治に口出しすると、政治をめちゃくちゃに乱してしまう、の意）＊17世糸己中期の読，

まとめ

猿は人の真似をすることを理由に、日本人から軽蔑されることが多いが、身体能力など、評価に値するものは諺にも

表されていて、他の動物とは一線を画している。十方、英語の蕩合、猿にまつわる諺は多くなく、また諺のテーマとな

る例はきわめて限られている。このことは、猿がイギリス人にとってそれほど馴染みのある動物ではなかったことを示

唆している。また、該当例はすべて猿を軽視したものとなっていることは注目に値する。このことは、日本語の「犬猿

の仲」が英語ではcatand血gとなっていて、犬と猿が対比されないことからも明らかである。

Ⅲ．猫毎めの諺

3．1．日本語の猫の諺

（1分a．猫足、猫板、猫要らず、猫車、猫じゃらし、猫跨ぎ、猫目石、猫柳

b．頓が肥えれば鰹節が痩せる」（「方が良ければ他方は悪くなることのたとえ）

C．猫かぶり、猫舌、猫背、猫の額、猫の目、猫も杓子も、猫糞（ねこばば）、猫耳

d．「猫と庄屋に取らぬは無い」（鼠を取らぬ猫はなく、賄賂を取らぬ庄屋はない）

e．「猫に鰹節の番」（過ちが起こりやすい状況のたとえ）

【「猫に小判」（高価なものを与えても、何の反応も効果もないことのたとえ）

g．「猫の食い残し」（食い散らした様子のたとえ）

h．「猫の逆恨み」（猫が執念深く、人から恩を受けても逆に恨むといわれるように、人に助けられながら逆恨みする

こと）

i．「猫の尻尾」（なくてもよいもののたとえ。また、→番下の子。）

j．「猫撫で声に油断するな」

3．2．英語の猫の諺

（1g）a．cat－and－dog「犬猿の仲の、いがみ合う、非常に投機的で疑わしい」、Cat－and－mOu＄e「猫が鼠をなぶるような、

じりじりとこうげきの機会をうかがう」、C輌「女性同士の喧嘩」、Cat血「（水が引いて取り残
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された）薄氷」、Cad通「おざなりな洗い方」、Ca仙b「猫のような、ずるい」（＊血睡「忠実な」を

参照）、Cab叩「うたた寝（する）」

b・Cata鮎rh叫a紗dⅡ血盟血皿t．「猶は天性によって、上手な鼠捕りである」（「猫と庄屋に取ら蝕まない」）（13
世紀後半）

C・Thecatknowswも0能lips血ehckSWeneNugh・「猫は自分が誰の唇をなめているのかをよく知っている」（「犬

はその主（しゆ）を知る」）

d．Tbcat血鳴ぬeyeswb血沈S鹿dsαeam．「猫はクリームを盗む時に目を閉じる」（「耳を覆うて鈴を盗む」＊

人は欲に駆られて罪を犯す時、悪の意識に対して目をつぶるものだ、の意）　　　　　　　　j

e．Catseatwbatthegoodwi＆印are8．「主婦が倹約して食べないでおくものを猫が食べる」（「親は木綿着る、子は

錦着る」＊爪に火を灯すようにして親が貯めた金を子どもが湯水のように使い尽くす、の意）

まとめ

猫に関する諺と語句から判断する限り、日本人は猫の性格を高く評価していない。一方、イギリス人は猫のずるさや

だらしなさを批判しているが、鼠括りに対する猫の持つ天性の能力はすなおに認め、諺にその価値を留めている。この

違いはどこから来るのであろうか，イギリスでは居住環境が一因となって、中世以降、ペストの流行が繰り返されてい

た。鼠につく蚤が媒介する「腺ペスト」は17世紀になっても大流行し、1665年にはロンドンでは7万人の死者が出た。

それゆえ、鼠を駆除してくれる猫は頼もしい存在であったに違いない。鼠掃りが上手なことをほめる諺があっても当然

であろう。

Ⅳ馬仏∬Sdの諺

4．1．日本語の馬の諺

（14）a．馬筏、馬追い、馬返し、馬方、馬肥やし、馬印、馬脚虻凡馬なり、馬の足、馬の背、馬乗り、馬蝿、馬槽（うま

ぶねきまぐさを入れた桶））、馬屋、馬力

b．「馬面」、「馬の骨」、「馬に経文」、「馬（の目）に銭」、「馬（の耳に）念仏」、「馬の耳」、「馬の耳に風」

C．「馬に出る」（やじ馬となってまぜっかえす）

d．「馬を引く」（遊里などで遊興費を支払えなくなった客が、取り立て役の男を連れて帰る。＊「馬」は代金取り立

て役）

e．「馬が合う」、「馬は馬連れ」（同業軒目伴ってうまくいくことのたとえ）

£「馬は武士の宝」（武士の戦蓼での働きは、乗っている馬の力によるところが大きいから、武士の宝とすべきもの

である）

g．「馬は蹄の腐るまで浮く、牛は尾の腐るまで浮く」（馬も牛も水には強い）

4．2．英語の馬の諺（馬もα辞、口語n喝、小型の馬pony、乗用馬mounL軍馬sbed、雄の子馬oDM

イギリスの小説家、ジョージ・オーウェルの代表作『動物農場』也血由。助に登蓼するボクサー。

（15）a．Ⅷkl血）abrSe「がむしゃらに働く」、b如OngaSabor艶「ものすごく力が強い」、br紀伝a也ers「つまら

ないもの」、hor＄elaugh「高笑い（をする）」、hDr＄eSenSe「あたりまえの良識、楓、hDrSetrader「馬

の売買、駆け引きのうまい人」、br＄epO耶汀「馬力」、br㌍m血「騎馬水兵、ありえないもの、場違

いな人」、br鱒play「ばか騒ぎ」

b．Abrsemayshmbleon鈷wkgs．「馬は4本足でもよろめくことがある」博邑馬（りゆうめ）の蹟き」（うっかり

言葉遣いを間違えた時の言い訳）

C．Hor㌍邑血gs，and紀Ⅳanb血ⅦWmany「馬、犬、召使いは多くの人を食い滅ばれ（＝「馬百石」：馬などの
ために財を失う人が多い、の意）

d．Ahor求，a扇島，andaswordmaybe血ewed，butnotlent．「見せてもよいが貸してはならないもの「馬に妻に

刀」（血ewed＝血own）

まとめ

日本では馬は近代化と共に価値や存在感が薄れていったが、イギリスでは馬はいまだに人々の生活に深く根付いてい
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る。このことは諺や語句にも反映されていて、馬に関する英語の表現や諺に－劫畔腫囁亮の対象となる例が少なレ㌔

Ⅴ豚bidの諺

5．1．日本語の豚の諺

（1由a．豚草、豚小屋

b．「豚が雑炊を食っているよう」（騒々しく食べて、行儀の悪いさま）

C．慨こ念仏（猫に経）」（1726年）（その身を思っていくら聞かせても、何の効果もなく無駄であることのたとえ）

（＝「馬の耳に念仏」）（1797年）

d．「豚を抱いて臭きを知らず」（正宗白鳥『人間嫌V凋（1949年）

e．「豚の軽業J‾（不格好で危なっかしいさま）（江戸中期）（＝「豚の木登り」）（明治）

£「豚もおだてりや木にのぼる」（とりたてて能力のない者でも、まわりからちやほやされると思いもよらないこと

をやってのける）（昭和2け－30年代）

5．2．英語の豚の諺血痕も喝如氾；b訂（怯勢されていない）雄蹄，卵Ⅳ（雌齢）

（17）a．pigtxBd囁床（いとこ）」、pigboat「潜水艦Lpiが血「いさき科の魚、Pig・in・a・blanket「ソーセージ入りパン」、

pigkadr生子鉛」、画卯血J胡桃科の一種豚の㈲」、pig血「豚軌、pigsticker「畜殺人」、′Pigtail

「お下げ髪、弁髪」、pi評Ⅴ恍d「あかぎ属の草の総称J

b．piggi血慨のような、食欲な、不潔な、卑しい」、Pigwr子豚、小さくてさえない、食い意地の張った」、Pigheaded

簡情な」、Pigiron’r生子銑（品質の低い銑鉄）」、Pigpen働膚、不潔な場軌、pig抑ill囁飯、ま

ずい食べ物J

c．ApigplaysmtheorganS・働ミかレガンを弾く」（ばか一朝かしさ、不似合いさのたとえ）＊かレガンは昔は1台

でも0喝anSと言った。

d．Pigs取血鹿血W地位血也鮎鈷Ⅳ射止用豹ま尾を前方になびかせて空中を飛ぶ」杯可能なことのたとえか）

＊‘血npigs且y’巨【leVed

e．pigSmayfly；buttheyamWrydikebrbirds・r子豚は飛ぶかもしれないが、そんな鳥はいそうにはない」（あり

そうにない話を聞いて、信じられない時に用いる表現）

£ngsm叩Whs晦h止血野ba傭皿皿加地伽h「子豚ま口笛を吹くことができようが、その口は吹くのに向

いていない」

g．p函b陀仏如鮎唖加工閻ま「緒に寝る豚を愛す」（野卑食欲な人々も、胸襟を開いて対話すれば友情が湧い

てくる、の意）

h．ThehDgneⅦrl∝血suptDhimthatthre血esdomtheacoms・慨まどんぐりを打ち落してくれた人を見上げ

ないJ（心のない人に施しをしても犬に劣る）＊順風満帆の時は、命の恩人にすら無関心になる・の患

i．Swine，tX！eS，andwonencamott衿tt皿ed．暇と蜂と女は進行方向を変えさせることができない」（「猪突猛包

（猪のように向う見ずに突進すること））

j．P癖Can馳e也e血．豚には風が見える」豚には嵐の前にそわそわしだす習性があるらしい）

まとめ

豚は、本当は清繁好きで賢い動物だという話を聞いたことがあるが、日英の諺に関する限り、人間からの評価は芳し

くない。町から遠く離れた豚の飼育蓼が、住宅地の拡大に伴って、臭気と汚水が公害となり、廃業や移転に追いやられ

た話も珍しくはなし＼

Ⅵ．結び

諺は庶民の生活の知恵であり、災難を未然に防ぎ、また人間の愚行を戒める警鐘ともなってきた0人間が人間に対し

て不平や不満を露わにすることをはばかる場合、人間よりは頭脳や品性の劣る動物の名を借りて、はけ口を動物に求め

たとしても当然であろう。日英の動物にまつわる諺を比較してみると、イギリス人より日本人の方が動物に対して厳し

い見方をしている場合が多く、また、日本の諺の方が逆説的な表現が多い。英語の諺は意外なことに素直な表現が多く、

諺であると指摘されないと気づかないものも少なくない。今回、動物の諺から日英の文化を探ろうとした0しかし、皮
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肉なことに、動物の善し悪しを盛り込んでいない諺以外の語句に歴史や対ヒの情報が多数盛り込まれていることに気が

っいたことは私にとって望外の収穫であった今後、改めて日本語と英語の動物にまつわる語句を分析して、日本とイ

ギリスの文化の特性などを探りたい。
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